
The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

230
　　　　A

KONTYU

高 僑 良 一 博 士 を 偲 び て

南 川　 　仁 導

Vol．31

　本会名誉会員元大阪 r苻立大学農学短期大学教授農学 ｛1蕁圭高嬌良

一
氏 はII1、年 8 月か ら声耜・がん の た め，治療 な され て い た が，昭和

38年 7月 17 「柏
』
後 61墫 50分 に 東京医科大学病院 で 65癪 の 生済

を終 られ た，まこ と に 宿惜おく能わざる とこ ろで あ る．

　大正 5 （1916）年 に 札幌第一ll1 学校 を卒業 され た が，蒲 1∬11の 体質 だ つ た の で ，親戚 の 富部

金 、聾博土か ら飢康上，上級学校に 行 くこ とを 斯念 さtlちれ た．幼 少時代 か ら頭脳1り1噺で
’
学績

優秀で ，ま た 父 君 の 血 を引 い て 語学が 11賄 旨で あつ た．こ れ が君 の 研究上 大 きな 原動力 と なつ

た，少年特代 か ら昆 虫が す きで ，小学校 の こ ろ 雑誌 「少年 」 の 翼 虫標 木 の 懸 賞 募 集 で 入 賞

し，銀 メ タル を 貫つ た の で 益 々 昆虫熱が たか まつ た．少6卜時代 は 父君が 北 海道農事試験場病

理 昆 虫部長 だ つ た 関 係上，試験場の 構 1ノ悪宮舎に イEん で い た の で ，病 理 昆虫部 の 研究 室 に 遁 び

に行 き，昆 虫工 任の 岡本 半次 1矧 曹士 や 助 手の 方 々 の 仕事 を 商自 く見 物 した り，昆 虫 の 教 え を

受けた りした，ii］］じIP 学の 2 年上級 に 「司好の 桑 「．11覚 1県ヒ
『
が お られ たの で ，一緒 に 昆虫採集 さ

れ た り した，ソd 三6 （1917）年 に 農η導務省林篆試験場 に 初め て 動務す る こ と に な り，矢 野宗

1除先生 の ドで 森林昆 虫の 丗 究に 従事 し， い よ い よ 昆蛮学肖 と して の 節
一歩 を踏 み 畠 した．

19コ8年 に 動物学雑記：iこ i
一
妍虫の 3 種に 就て 」を発表した．私はそ の とき初めて 咼橋 の 名を知

つ た．大 箪 9 （1920）禦 ら
1ゴ ；llil射

齟
か ら素木揖

一
先生へ の 口 添で ，台湾総 辱府斐宇試

［i貪場昆

虫部に 勤務す る 乙 と に な り，素木先生 の
．
トで 昆 虫研先に 従

．jiした，1咳士 が赴任 さ れ た と きは

私 は昆 虫 凋
オ
｝の ため 紅頭 II嚊1↓に II⊥1張 丿

1尉守・1『T’だ，♪、1場 した ら専士がL！瓦に木 て お られた、1・菲士は 身

1支 1，72m 内 外の 長身て ，や せ が た で ，い か に も弱 わ弱 わ し くみ え た が，鍵 康で ，台湾在住

20余年 間
一

度 も病 気 した こ とは なか つ た．矼、は 「嘩士 が ら rl不 1・
「
1地 の 昆 虫学i誓の 動 rl］1・や 研究

な どを 尚か され，啓蒙 され ろ 〔二 とが 大きか つ た．113上の 仕］1は昆 虫部の 図書整ヨ丑が 主で ，他

は 膚 ら自由 に 研究 を や られ た．ア ブ ラ ム シ ，カ イ ガ ラ ム シ，コ ナ ジ ラ ミ等の 分類学1内研究 の

英久の 膨 大 な ll毘
1

」1試脚 身蝦告が 次 き次 ぎ と発 表 1，｛　tl，T　 ilL界 内 に 令名か 高 くな つ た ．研党 や 輹

告書の 出版 に つ い て は系木先生 の 獄 み な み な らぬ 御「臨漫に よ る もの で あ る．iillF［18 （ユ933）

年に ア ブ ラ ム シ の 研児報文 ど 九 州 帝1玉汰 学か ら狸 学i専七の 学位が授 与 され た，当時 と して

は 中学校卒業の 学雁で 35 歳の 若年で 学位を 胃 た の は 異数で あ つ た． こ れ に よつ て もIe士 の

研究 が如 健 に高 く石平価 さ1
’
Lk かが わか る ．博 レは 採集 かす き で ，匁鋼 】て ，閑 さえ あれ ば採集

に 行か れ た，ア ブ ラ ム シ ，カ イ ガ ラ ム シ ，コ ナ ジ ラ ミ等の 課 舅、は怯三に 上 丁・で ，また こ れ の プ

レ パ ラ ー一ト標本も見ヰ1で あつ た．分類学 の 他に 生態学liり方崗蜘 琵察や また 琵虫学研究 突 に も

興 味を侍 ち，こ の 方而の す ぐれた 幾多の 研究報告 が あ る．

　台湾 の 山巨テ地帯に 五 1吾子 が 産す る の で ，素本光生の 命 廿で ，そ れの 利用 価値に つ い て 調キ

した が，台湾で は産業爵に な りた たない との 結 il億に 達 した．また大阪の 司ホ シ エ ラ ッ ク工 業

株式会社 の 依頼で ， ラ ッ クカ イ ガ ラム シ を 台湾 に 輸入 して 緊殖させ る 目的で 1941 年 に タ
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イ ，
マ ラ イ等 に行き，タ イか らラ ッ クカ イガ ラム シ を 諭入 して ，台湾 の 南部 に ラ ッ ク へ 社で

鋼台レ．を殳 置 して 増姐 を行なつ た．終戦と ともに こ の 亨叢は そ の ままに して 職員は引
’
．
n
げ

た カ ， そ の 後 ， ラ ッ ク カ イ ガラ ム シ は 十 盲し，胆溺 に　Slr：して 引 在で は 台沈か り ［ 本 に ラ ッ

クの 原料が 毎年数 トン 輸入 され る よ うに な つ た．

　博士 は F 玉 以外 に は ほ とん ど赴 未は な かつ た が，碁を少しttつ た．そ れも丿1 石を列べ る程

度で 喰 くは な か つ た が，！訓 1Lとだ つ た．酒 は全 く飲
士 な か つ たが，蛙 「Ll

よ 麦用 され た ．身 な

りに は全 く無頓揖で 質素．性質 は純す い そ の もの で ，liOJで あつ て 友 】1］に 厚 く，皆か ら炉 ま

れ た ．後 進 を よ く導 き，地方 に旅行 さ れ る と きは台沈時代の 友人を必ずJma，1」交を 11め る こ

とを 忘 れ なか つ た，大 iE時代，束京 に い た とき浮浪者の ｛二盾犬態研丿Eに 型く味を才寺ち，浮 浪 者

の 寝泊 りす る神社 や寺 な どを 氾つ て 研
」ta

． れ た こ とが あ る．

　ny，．挿 ，17 （1942）年 に 台湾か らll　HI 司 改自と して ク ア ラ ル ン プー
丿レ に 行か れ，20（1945）年

に 終 ，Ac ともに yi に 引 1 げ られ た．暫 く仕丁 が な く収入の 迫 が全 くな か つ た の で ，土 木の

剛 毘人 夫とな つ て ゴ迂び を した こ とが あ る，人 夫 の 親方が i「u．．Lの カ の な い こ とをみ て ，身分

が 判 明 し，i］Il 」 して 111寸己人 係を や らせ て ⊥D た と の 辻直を語 られ た．そ の 後，束京都 IJi 布

に あ る米 t：の 水 VIL．．」．　iの 告1
：虫係もや つ た が，　 q 本 シ エ ラ ッ ク会社の XJI門 に な つ て ，資滞 利 蚤

研究所で ア ブ ラ ム シ ，カ イガ ラ ム シ の 研 一．，J
’
で きる よ うに な り，また ll浜 の 桶物防長 商 IV ｛

課 の 1］ ［と し て 後 辻 む
L

撃さ れ た．つ い で llT」 ユ29 （1954）年 に 浪逸大学 ¢ リく「又府大 1
ノ 凝

期大学）に 」務 され る よ うに な つ て ，は じめ て 生．舌の 安定 と六 格的な 研 空 1
’
τ

に 入 つ た が ，

思 え ば引1∫疋

げて か ら ／0　，F， 団は全 く口 ，JLな乍で あっ た．

　昭 丁、138 午 3 月 末 巳で
’

年退 職 され た 〃

’
，敬年前か らカ イ ガ ラム シ と コ ナ ジ ラ ミの 研 究 は

後1 に 　 ／），専 らア ブ ラ ム シ の 研．ん に 乱いされ，［ソ ISア ブ ラ ム シ の 研究 の 洛成を 畑 し， ま

た わ れ 4，れもそ 1！tt”」1待 して い た が病比の た め に た おれ た こ と C・： 婦こ八 なで ある．

　

　

　

会 報

評 議　員　会 　記 事

　1963 †．8 月 25 「1 新為 市 小三 f
−

＝ 1に お L．・て 訊 婦 4 会をL．］H． し，　
／

の 議尼 に つ き審言《 が

お こ 球 わ 訌た．

　 Gい 蛋悌 ）　北 海 止 ： （中1…1、、］ズ夫，「而木貝夫），東 北 ： （欠 席），残 末 ： 嵩」土豸、正 二 Ll），長谷

川　1，井上　：：， 里1村
・一一

， 覇 r氏 まH （野 ［ キ 子 ， 上 野俊
一），東海 ： 弥岱 1

ニー三，大町 文

勧 （Fム・i1

’
義 1，1．ト塾 ：小 1泉浦肱 八 人 政 （小 1「i／ L），近 亡覧： （・副 11満rの，中囲 ： 村山醸

造，杉山 ， 1 （汀 「「IT、l　iL），四 国 ：「二1：i 這 夫，石原　h （凸 武 1、．ノう，九 州 ；　、−1）：〈 隆，安朴

京 三 1GII ヒ 義 広 ，　 Er　I 」癖 辰 ）．（カ ッ コ 内｛よ代」1ズ 才．
’

cK び斬 」）

　8 月 27H の 懸 幺で は 1ノ の 」
．
損力 11乏告 ね らび に 卩颪入 され た，

報 　　告 　广 f，会：十，aギ雪，渉　，各支 r 影

1 ．2．、 寸入 告 厂 ti

　1） し絵 に 元 立 ち Jt る 7 月 17 ：1忌 辿 され た融 t（　
1
士を4v　 ．

貝 に 抽薦 した 旨の 報告
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